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【安全衛生管理】 振動工具の取扱い 

 

１．振動障害と振動障害の労災認定者状況 

   振動障害とは、チェーンソー、グラインダー、刈払機などの振動工具の使用により発生する手指等の

末梢循環障害、末梢神経障害及び運動器障害の 3つの障害の総称です。振動工具の振動が体につたわる

ことで、血流や神経の働きを阻害し、身体機能に異常をきたす障害です。 

   振動障害は、従来は林業のチェーンソー取扱い作業者や鉱業の削岩機取扱い作業者に多く見られまし

たが、最近は建設業、製造業等の振動工具の取扱作業者にも多く発生しています。発生する主な要因と

して、振動工具の使用に伴って発生する振動に加えて、作業時間などの作業要因、寒冷などの環境要

因、日常生活などの要因が複雑に作用して発症すると考えられています。 

   振動工具の振動障害による労災認定者数は、以下のとおり令和 3年は減少していますが、ここ数年は 

  ほぼ横ばい傾向にあり建設業での振動障害労災認定者数は、全体の約 5割を少し超えています。 

 

                業種別・年度別振動障害新規労災認定者数 

業種・年度 平成 28年 平成 29年 平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 

林業 35人 35人 24人 24人 27人 22人 

建設業 173人 139人 137人 150人 146人 121人 

製造業 27人 32人 30人 33人 32人 30人 

その他 51人 85人 90人 78人 64人 48人 

合計 286人 291人 281人 285人 269人 221人 

                         資料：厚生労働省「業務上疾病の労災補償状況調査結果」 

   本稿は上記のような現状を受け、作業による振動障害を防止するため、参考資料を基にそのあらまし

をとりまとめたものです。関係者にあっては是非一読いただきたいと思います。 

  

２．振動工具の種類 

   振動工具には、チエーンソーのほか、次の様な物があります。 

（1）ピストンによる打撃機構を有する工具：①削岩機 ②チッピングハンマー ③リべッティングハン

マー ④コーキングハンマー ⑤ハンドハンマー ⑥ベビーハンマー ⑦コンクリートブレーカー 

⑧スケーリングハンマー ⑨サンドランマ― ⑩ピックハンマー ⑪多針タガネ ⑫オートケレン 

⑬電動ハンマー 

（2）内燃機関を内蔵する工具（可搬式のもの）：①エンジンカッター ②ブッシュクリーナー 

（3）携帯用皮はぎ機等の回転工具：①携帯用皮はぎ機 ②サンダー ③バイブレーションドリル 

（4）携帯用タイタンパー等の振動体内蔵工具：①携帯用タイタンパー②コンクリートバイブレーター 

（5）携帯用研削盤、スイング研削盤、その他手で保持し、又は支えて操作する形式の研削盤：（使用する

研削といしの直径が 150㎜を超えるもの） 

（6）卓上用研削盤又は床上用研削盤：（使用するといしの直径が 150㎜を超えるもの） 

（7）締付工具：①インパクトレンチ 

（8）往復動工具：①バイブレーションシャー ②ジグソー 
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3．振動障害の予防対策 

   振動障害は、振動工具の使用に伴って発生する振動が、人体に伝播することによって多様な症状を呈 

  する症候群です。振動障害予防のためには、国際標準化機構（ISO）等が取入れている「周波数補正振 

  動加速度実効値の 3軸合成値」と「振動ばく露時間」で規定される 1日 8時間の等価振動加速度実効値 

（日振動ばく露量Ａ（8））の考え方などに基づいた下記（1）～（5）の指針等で示された振動障害対策を

推進することが必要です。 

（１）チェーンソー取扱い作業指針について(◆平成 21 年 07 月 10 日基発第 710001 号)  

（２）チェーンソー以外の振動工具の取扱い業務に係る振動障害予防対策指針について(◆平成 21 年 07

月 10 日基発第 710002 号)  

（３）振動工具の「周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値」の測定、表示等について(◆平成 21 年 07

月 10 日基発第 710003 号)  

（４）振動障害総合対策の推進について(◆平成 21 年 07 月 10 日基発第 710005 号)  

（５）振動工具取扱作業者等に対する安全衛生教育の推進について(◆平成 21 年 07 月 10 日事務連絡)  

４．振動工具の選定基準と点検整備 

     使用する振動工具は、振動や騒音が出来る限り少なく軽量なものを選び、取扱い説明書で示した時期

及び方法により、定期的に整備し常に最良の状態に保つ必要があります。また、「振動工具管理責任者」

を選任し、点検・整備状況を確認し、記録する必要があります。 

 

５．作業管理と健康管理 

   周波数補正振動加速度実効値の 3軸合成値を測定、使用する工具の表示、取扱い説明書などから把握

し、日振動ばく露量Ａ（8）が高くならないよう、振動ばく露時間を管理する必要があります。 

  また振動工具を使用する労働者に対して、振動障害予防のための特殊健康診断を定期的に行いその結果

に基づく就業上の措置を行わなければなりません。 

 

６．その他留意事項 

  ① 適切な暖房設備を有する休憩所などを設けること。 

  ② 防振手袋、耳栓などの保護具を支給し、使用させること。 

  ③ 手、腕、肩、腹などの運動を主体とした体操を行うこと。 

 

７．安全衛生教育の実施 

   労働者を新たに振動業務に就かせ、又は労働者の取扱う振動工具の種類を変更したときは、当該労働 

  者にたいし、振動が人体に与える影響、日振動ばく露量Ａ（8）に基づくばく露許容時間等の工具の適 

  正な取扱い及び管理方法についての教育を行わなければなりません。 

 

 

  参考文献： 厚生労働省：安全衛生キーワード（振動障害） 

        中央労働災害防止協会：労働衛生のしおり（振動障害の防止対策） 

 

   一般社団法人東京技能者協会（TSA）では、特別教育に準じた教育「振動工具の取扱い業務」 

「携帯用丸のこ等の取扱業務」も開講していますのでご利用ください。 

      《一般社団法人東京技能者協会／一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会東京支部》 
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